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大豆の需要と供給は増加。加工、食用、飼料全てで増加傾向

Source：MAFF
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米国産非GMO分別価格は上昇傾向

Source：MAFF
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自然資本（生物多様性）でのセクターガイダンスが進化

Source：TNFD

TNFD
「食料・農業セクターガイダンス」

（2024年6月策定）

• 森林破壊・土地利用変化フリー作物

• 水希少性地域での生産作物

非森林転換であると判断された土地での生産量割合（％）

ベースラインの水不足度が高い/極めて高い地域から生産/
調達される農産物または飼料の割合（％）

• 食品廃棄物の利活用

食品廃棄物のうち副産物/連産物に利活用された割合（%）
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金融機関向けにも整備が広がる

Source：UNEP FI

国連責任銀行原則（PRB）
「自然のためのセクター行動ガイダンス」

（2024年10月策定）

「森林破壊につながる主要なソフト商品として、大豆
とパーム油を採り上げるよう特別な要請があった。」
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生物多様性条約COP16でも大豆に注目が集まった

Source：UN CBD

国連生物多様性条約第16回締約国会合（CBD COP16）
国連食糧農業機関（FAO）報告（2024年10月）

食糧システム統合プログラムは、パートナーである国際農業開発基金（IFAD）とともに、総額2億8000万米ドル
を超える助成金を提供した（FAOが主導機関として22カ国で1億8100万米ドルの助成金と14億米ドルの共同資金
を提供する）。このプログラムにより、各国は、生物多様性の重要な恩恵を受けながら、世界的により持続可
能な食糧システムへの変革を促進することができる。このプログラムは、ラテンアメリカ、カリブ海諸国、
ヨーロッパ、アフリカ、アジア、オセアニアの32カ国にまたがり、特に世界的に重要な食用作物・商品（米、
小麦、トウモロコシ、ココア、パーム油、大豆）、畜産、水産養殖を対象としている。これらの作物は、生産、
景観、価値連鎖システムの変革を通じて、環境ベネフィット、特に生物多様性への脅威の低減をもたらす可能
性があるため、優先的に選定された。
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農林水産省は2021年に「みどり戦略」を発表

Source：MAFF
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農林水産省は「入門書」を発行

Source：MAFF
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USSECの「SSAP」も第三者認証として紹介されている

Source：MAFF
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日本企業でもUSSECのSSAPに関する言及が増えている

Source：日清食品HD、セブン&アイHD

日清食品ホール
ディングス

セブン&アイ・
ホールディングス
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農林水産省地球温暖化対策計画では初めて畜産も対象に

Source：MAFF

農林水産省地球温暖化対策計画（骨子案）2024年12月19日資料
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畜産飼料でも政策が進められている

Source：MAFF
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畜産飼料でも政策が進められている

Source：MAFF
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畜産飼料でも政策が進められている

Source：MAFF

簡易算定シートが完成し実証フェーズに

簡易算定シート作成を2025年度に開始
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EUへの大豆輸出関連ではデューデリ規制が注視されてきた

EUDR
（森林破壊・森林劣化規則）

CSDDD
（企業ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ・ﾃﾞｭｰﾃﾞﾘ指令）

対象品目
7品目

（大豆含む）
全て

デューデリ観点
• 森林破壊 • 環境（気候変動・生態系）

• 人権

• 森林破壊フリー
• 法令遵守違反がないことを示す

デューデリ声明

• 人権・環境デューデリの実施
• 気候変動緩和のための移行計画

の採択・実施
要求事項

適用時期の延期で協議中
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米国大豆はEUDRのリスク評価義務免除が濃厚

主な要件緩和

適用時期
大手企業：2024年12月30日～ → 2025年12月30日～
中小企業：2025年6月30日～ → 2026年6月30日～

背景
• 規制への準備状況に対する複数グローバル・パートナーからの懸念表明
• EU域内でも関係者の準備状況にもばらつき

• 低リスクの国*からの輸入では、リスク評価義務を原則免除
➢ 国別分類は2025年6月30日までに最終決定予定

• 「低リスク」の判断方法も明確化
➢ これにより米国を含む多くの国が「低リスク」に分類か
➢ 事実上の企業のデューデリジェンス簡素化

EUDR（森林破壊・森林劣化規則）
2024年12月にEU立法府が適用延期と要件緩和で原則合意
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CSDDDでも簡素化による負担軽減

主な
要件緩和

• 体系的なデューデリ実施義務対象：1次サプライヤーに限定
• サプライヤー定期評価頻度 ：年1回→5年に1回（必要に応じ臨時評価）
• 違反に対する被害者への過剰補償からの企業の保護

適用時期

背景
• CSDDDを含む各種サステナビリティ関連規制が複雑化したことにより、

主に中小企業の業務負担に対する懸念の高まり

企業所在地

EU域内企業

第三国企業

売上

€15億超 2027年7月26日～ → 2028年7月26日～

従業員数

5,000人超

3,000人超

1,000人超

---

---

---

全世界 €  9億超

€4.5億超

EU域内

€4.5億超

€  9億超

€15億超

適用時期

2027年7月26日～ → 2028年7月26日～

2028年7月26日

2029年7月26日

2028年7月26日

2029年7月26日

CSDDD（企業サステナビリティ・デューデリジェンス指令）
2025年2月に欧州委員会が施行前改正の方向性発表
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最後に

✓ 大豆は生産も消費も増加傾向。コロナ禍以降に価格上昇。

✓ 自然資本の観点から森林破壊フリー認証がさらに注目される見通し。

✓ 農林水産省も輸入大豆の認証取得や、畜産でのGHG削減を強化してき
ている。

✓ EUではサプライチェーン規制が緩和されつつも、引き続き先進国で最
も厳しい規制が導入される模様。
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